
＝ 

速

報

値 

＝ 

火
災
の
発
生
状
況 

火
災
の
発
生
状
況 

＝ 

速

報

値 

＝ 

　
平
成
二
二
年
度（
第
八
二
回
）秋
田
県
殉

職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
が
、
八
月
二
六

日
（
木
）
午
前
一
一
時
か
ら
秋
田
市
千
秋

公
園
本
丸
の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」

に
お
い
て
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と

な
り
執
り
行
わ
れ
た
。
祭
場
に
は
四
四
柱

が
祀
ら
れ
、
ご
遺
族
の
方
一
六
名
の
ほ
か

ご
来
賓
、
消
防
協
会
役
員
な
ど
五
一
名
が

参
列
し
た
。 

　
慰
霊
祭
は
、
招
魂
な
ど
の
神
事
の
後
、

中
泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
「
近

年
、
国
内
外
に
お
い
て
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
、
四
四
柱
の

御
霊
の
ご
遺
徳
に
報
い
る
た
め
に
も
、
一

致
団
結
し
て
災
害
を
防
止
し
、
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
善
の
努
力
を
尽

く
す
こ
と
を
謹
ん
で
お
誓
い
す
る
」
と
祭

主
祭
文
を
奉
上
し
た
。
堀
井
啓
一
秋
田
県

副
知
事
は
来
賓
を
代
表
し
て
「
諸
霊
が
身

を
以
て
示
さ
れ
た
崇
高
な
精
神
と
果
敢
な

行
動
は
、
本
県
消
防
人
の
誇
り
で
あ
り
、

今
も
私
た
ち
の
心
に
生
き
続
け
て
い
る
。 

　
私
た
ち
は
、
そ
の
ご
遺
志
に
応
え
る
た

め
に
も
、
今
後
と
も
消
防
力
の
充
実
と
防

災
体
制
の
整
備
に
努
め
、
県
民
の
安
全
と

平
穏
な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
を

お
誓
い
す
る
」
と
慰
霊
の
こ
と
ば
を
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
、
中
泉
会
長
、
鹿
角
市

の
花
ノ
木
八
重
子
様（
遺
族
代
表
）、
ご
来

賓
の
方
々
が
御
霊
の
冥
福
を
祈
っ
て
玉
串

を
奉
奠
さ
れ
た
後
、
送
魂
の
神
事
が
行
わ

れ
、
慰
霊
祭
を
終
え
た
。 

■
出
席
し
た
ご
遺
族 

北
海
道
旭
川
市
　
　
冨
　
永
　
信
　
一
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
冨
　
永
　
富
喜
子
様 

横
手
市
大
森
町
　
　
藤
　
井
　
俊
　
子
様 

北
海
道
札
幌
市
　
　
久
慈
林
　
美
佐
子
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
久
慈
林
　
栄
　
司
様 

秋
田
市
泉
　
　
　
　
石
　
井
　
茂
　
司
様 

横
手
市
駅
前
町
　
　
福
　
田
　
俊
　
雄
様 

由
利
本
荘
市
高
尾
　
大
　
友
　
チ
　
エ
様 

湯
沢
市
仁
井
田
　
　
池
　
田
　
益
　
栄
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
能
　
登
　
美
保
子
様 

鹿
角
市
花
輪
　
　
　
花
ノ
木
　
八
重
子
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
ヶ
田
　
　
　
君
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
昭
　
子
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
テ
イ
子
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
山
　
惠
　
子
様 

由
利
本
荘
市
岩
城
　
池
　
田
　
貞
　
子
様 

平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」 

　
あ
な
た
を
守
る 

　
　
　
　
　
　
合
言
葉 

題　字 
　初代会長　松　野　盛　吉 
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八
月
二
六
日
　
秋
田
市
千
秋
公
園 

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う 

     

　
秋
田
県
消
防
協
会
第
二
回
理
事
会
が
八

月
二
六
日（
木
）、
秋
田
市
千
秋
公
園
の
弥

高
神
社
社
務
所
で
、
平
成
二
二
年
度
殉
職

消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭
終
了
後
開
催
さ
れ
、

理
事
の
推
薦
や
日
本
消
防
協
会
表
彰
上
申

な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。 

■
協
議
事
項 

①
理
事
の
推
薦 

　
　
去
る
五
月
二
〇
日
逝
去
さ
れ
た
理
事

の
田
澤
清
喜
美
郷
町
消
防
団
長
の
後
任

に
、
三
浦
勝
二
美
郷
町
消
防
団
長
が
就

任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

②
日
本
消
防
協
会
表
彰
上
申 

　
　
ま
と
い
、
表
彰
旗
、
竿
頭
綬
な
ど
の

表
彰
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
内
申
の
と

お
り
上
申
す
る
こ
と
と
し
た
。 

③
秋
田
県
消
防
協
会
表
彰 

　
　
勤
続
章
は
、
各
支
部
上
申
の
と
お
り

授
与
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。 

④
県
消
防
協
会
表
彰
規
程
の
一
部
改
正 

　
　
規
程
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
来
年
度

か
ら
三
〇
年
以
上
勤
続
し
た
会
員
に
功

労
章
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

⑤
新
公
益
法
人
制
度
改
革 

　
　
最
初
の
評
議
員
の
選
任
に
関
す
る
規

程
が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
秋
田
県
に
認

可
申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

第
二
回

第
二
回 

理

事

理

事

会 

第
二
回

第
二
回 

理

事

理

事

会 

第
二
回 

理

事

会 

秋
田
県
消
防
協
会 

平
成
二
二
年
度（
第
八
二
回
）殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭 

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う 
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平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
記
念
祭
で
に
ぎ

わ
う
〝
い
に
し
え
の
都
奈
良
〞
で
、
第
一

六
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
奈
良
大

会
が
「
未
来
へ
つ
づ
く
女
性
消
防
団
員
の

絆
」
を
テ
ー
マ
に
、
七
月
二
九
日
、
三
〇

日
の
両
日
、
奈
良
市
の
「
な
ら
一
〇
〇
年

会
館
」
で
、
全
国
か
ら
、
本
県
の
一
七
名

を
含
む
二
，
五
〇
〇
名
（
奈
良
県
以
外
の

参
加
者
は
二
，
一
〇
〇
名
）
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。 

　
一
〇
時
三
〇
分
、
大
会
旗
の
入
場
に
よ

り
開
会
し
た
奈
良
大
会
は
、
活
動
事
例
発

表
や
火
災
予
防
啓
発
劇
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
全
国
の
女

性
消
防
団
員
の
様
々
な
活
動
が
報
告
さ
れ

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

本
県
の
鹿
角
市
消
防
団
の
奈
良
日
佐
子
団

員
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
、
機
関
員

と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、

会
場
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
た
。 

　
午
後
四
時
三
〇
分
、
大
会
旗
が
来
年
度

の
開
催
地
香
川
県
に
引
き
継
が
れ
た
後
、

会
場
を
「
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
に
移

し
、
午
後
六
時
か
ら
情
報
交
流
会
が
行
わ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
一
，
四
〇
〇

名
の
女
性
消
防
団
員
は
、
名
刺
を
片
手
に

盛
ん
に
交
流
を
深
め
て
い
た
。 

　 

 

「
私
は
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
来
ま
し
た
。
消

防
団
に
入
団
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。」 

　
　
　
高
知
県
中
土
佐
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
団
員
　
山
本
　
カ
ル
メ
ン 

　
二
一
年
一
二
月
二
三
日
夜
一
〇
時
、
火

災
が
発
生
し
、
出
動
し
た
の
を
機
に
、
予

防
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
一
五
年
前

ま
で
実
施
し
て
い
た
保
育
園
の
防
火
パ
レ

ー
ド
を
復
活
さ
せ
た
り
、
防
火
紙
芝
居
を

行
っ
て
い
る
。 

「
未
来
へ
つ
な
が
る
防
火
教
室
」 

　
　
　
茨
城
県
阿
見
町
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
班
長
　
　
入
野
　
美
穂 

　
幼
児
防
火
教
室
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
体

験
し
て
覚
え
さ
せ
る
実
践
的
な
教
育
で
す

が
、
現
在
で
は
高
齢
者
へ
の
防
火
教
室
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
防
火
教
室
に
は
多

く
の
方
の
思
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
未
来
へ
つ
な
が
る
防
火
教

室
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

「
自
主
防
災
訓
練
が
実
践
に
」 

　
　
　
三
重
県
桑
名
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
分
団
長
　
後
藤
　
昌
子 

　
消
防
新
聞
の
発
行
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
布
ポ
ス
タ

ー
の
作
製
の
ほ
か
、
毛
布
を
使
っ
た
担
架

で
の
応
急
手
当
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
こ
の
毛
布
担

架
が
一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
救
っ
た
。
日
頃

の
訓
練
が
実
践
で
活
か
さ
れ
た
。 

第
一
六
回

第
一
六
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
奈
良
大
会

全
国
女
性
団
員
活
性
化
奈
良
大
会 

＝ 

来
年
度
は
香
川
県
で
開
催

来
年
度
は
香
川
県
で
開
催 

＝ 

第
一
六
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
奈
良
大
会 

＝ 

来
年
度
は
香
川
県
で
開
催 

＝ 

活
動
事
例
発
表 

活
動
事
例
発
表 

奈良大会プログラム 

オープニングセレモニー 
　　奈良市消防音楽隊 
　　奈良市消防団広報指導分団（カラーガード隊） 
開会式 
　　大会旗入場 
　　　　高取消防団　分団長　辰巳京子他二名 
　　開会宣言 
　　　　大和高田市消防団　分団長　西川悦子 
　　国歌斉唱 
　　主催者・開催地市長あいさつ 
　　来賓祝辞・来賓紹介 
活動事例発表　（4団体） 
アトラクション　（小学生のバンド） 
火災予防啓発劇（3団体） 
パネルディスカッション 
記念講演　　　（プロ野球解説者　川藤幸三氏） 
閉会式 
　　大会宣言 
　　　　生駒市消防団　部長　　中野　幸代 
　　お礼のことば 
　　　　奈良市消防団　団員　　下櫻　千絵 
　　大会旗引継ぎ 
　　次期開催地代表あいさつ 
　　閉会宣言 
　　　　御所市消防団　分団長　弓場久美子 
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「
男
性
団
員
と
共
に
」 

　
　
　
埼
玉
県
川
口
市
消
防
団 

　
　
　
　
　
　
団
員
　
三
隅
　
美
恵
子 

　
平
成
一
四
年
、
女
性
消
防
団
員
の
第
一

期
生
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
き
、
市
長
か

ら
「
特
別
扱
い
は
し
な
い
。
女
性
の
感
性

を
発
揮
し
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
月

一
回
の
自
主
訓
練
は
男
性
と
一
緒
で
、
火

災
現
場
に
も
出
動
し
て
い
る
。 

   

〝
万
葉
ひ
ま
わ
り
〞
防
火
訪
問
指
導 

　
　
愛
の
劇
場 

　
　
　
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
消
防
団 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
つ
け
よ
う 〜

嫁
姑
編 

　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
播
磨
町
消
防
団 

 

全
国
初
! !
〜
不
思
議
体
験
〜
動
く
！
光
る
！

現
代
大
型
紙
芝
居
『
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
』 

　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
消
防
団 

       

　 

   

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
日
本
消
防
協
会 

　
　
　
　
理
事
長
　
　
秋
本
　
　
敏
文 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
　
　
　
映
画
作
家
　
河

　
　
直
美 

　
東
京
都
赤
羽
消
防
団 

　
　
　
　
副
団
長
　
　
小
澤
　
　
浩
子 

パ
ネ
ラ
ー 

　
奈
良
県
奈
良
市
消
防
団 

　
　
　
　
分
団
長
　
　
安
田
　
美
沙
子 

　
長
野
県
下
諏
訪
町
消
防
団
女
性
消
防
隊

　
　
　
　
隊
長
　
　
　
両
角
　
真
由
美 

　
愛
媛
県
松
山
市
消
防
団 

　
　
　
　
団
員
　
　
　
岩
崎
　
　
沙
耶 

　
秋
田
県
鹿
角
市
消
防
団 

　
　
　
　
団
員
　
　
　
奈
良
　
日
佐
子 

安
田
分
団
長
　
私
た
ち
女
性
団
員
三
九
名

は
、
広
報
指
導
分
団

に
配
置
さ
れ
、
次
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
活
動
し
て

い
る
。 

　
・
幼
児
高
齢
者
指

導
グ
ル
ー
プ 

　
・
応
急
手
当
指
導

グ
ル
ー
プ 

　
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊 

両
角
隊
長
　
地
域
に
は
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
あ
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
し
、
こ
れ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
層
す

る
こ
と
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
が
で

き
る
。
ま
た
「
こ
ち
ら
消
防
団
情
報
局
」

を
制
作
し
、
消
防
団
と
地
域
の
交
流
を
深

め
て
い
る
。 

岩
崎
団
員
　
大
学
生
で
す
が
防
災
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
平
常
時
は
応
急
指
導
員
の

補
助
を
し
て
い
る
。
女
性
団
員
に
は
分
業

制
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
方
が
良
い
。 

奈
良
団
員
　
私
は
分
団
に
所
属
し
、
機
関

員
と
し
て
現
場
出
動
も
し
て
い
る
。
体
力

の
な
い
女
性
で
も
、
訓
練
と
工
夫
に
よ
っ

て
男
性
と
同
じ
活
動
が
で
き
る
。 

河

様
　
消
防
団
活
動
に
触
れ
る
機
会
が

な
か
っ
た
。
ラ
ジ
オ
番
組
も
聞
く
機
会
が

な
か
っ
た
。
心
温
ま
る
活
動
を
さ
れ
て
い

る
の
に
伝
わ
ら
な
い
。
学
校
教
育
に
取
り

入
れ
た
ら
地
域
を
愛
す
る
人
間
が
育
つ
と

思
う
。 

小
澤
副
団
長
　
女
性
団
員
の
活
動
タ
イ
プ

が
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

①
女
性
全
員
を
本
部
付
け
と
し
、
特
定
の

　
活
動
を
担
わ
せ
て
い
る
タ
イ
プ 

②
本
部
付
け
は
広
報
を
担
当
さ
せ
、
分
団

　
付
け
は
基
本
団
員
と
す
る
タ
イ
プ 

第
一
六
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
奈
良
大
会 

＝ 

来
年
度
は
香
川
県
で
開
催 

＝ 

災
害
予
防
啓
発
劇 

災
害
予
防
啓
発
劇 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝ 

多
様
化
す
る 

　
　
女
性
消
防
団
員
活
動 
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今
ま
で
を
振
り
返
っ
て 

　
横
手
市
消
防
本
部 

　
小
田
嶋
　
理
嗣 

③
本
部
・
分
団
双
方
に
配
置
し
、
男
女
と

　
も
同
じ
活
動
を
し
て
い
る
タ
イ
プ 

そ
れ
ぞ
れ
、
女
性
の
能
力
に
あ
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
。 

　
ち
ょ
っ
と
し
た
機
会
に
消
防
の
話
題
を

提
供
で
き
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
加
や
、
訪
問
し
て
み
せ
ら
れ
る
啓
発
劇

は
効
果
が
大
き
い
。 

秋
本
理
事
長
　
欧
米
各
国
で
は
女
性
に
や

ら
せ
な
い
活
動
は
な
い
が
、
自
ず
と
そ
の

分
担
が
決
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。 

　
ま
た
、
学
校
教
育
と
い
う
観
点
で
は
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
文
部
科
学
省
と
一
緒

に
な
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、

今
後
は
実
践
も
取
り
入
れ
た
い
。 

   

秋
田
県
消
防
協
会
副
会
長
　
草

　
忠
誠 

鹿
角
市
消
防
団
　
　
団
員
　
奈
良
日
佐
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
安
保
　
千
夏 

大
館
市
消
防
団
　
分
団
長
　
奥
村
　
牧
子 

　
　
　
　
　
　
副
分
団
長
　
横
堀
　
妙
子 

秋
田
市
消
防
団
　
　
団
員
　
堀
井
　
広
恵 

に
か
ほ
市
消
防
団
　
班
長
　
須
田
　
典
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
班
長
　
齋
藤
　
晶
子 

横
手
市
平
鹿
消
防
団
団
員
　
原
　
ヨ
シ
ミ 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
堀
田
　
弘
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
神
原
　
兆
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　

橋
ノ
ブ
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
佐
野
　
洋
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
　
柴
田
理
佐
子 

 

須
田
班
長
　
早
い
も
の
で
奈
良
大
会
か
ら

一
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
「
紙
芝
居
」
の
上
演
に
向
け
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
と
し
て

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

原
団
員
　
誕
生
か
ら
間
も
な
い
当
団
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
消
防
訓
練
大
会
で

初
め
て
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま

し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
活
動
の
範
囲
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

安
保
団
員
　
活
動
事
例
を
発
表
し
た
方
々

の
活
動
は
「
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
」
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
提
案
し
て
形
に

し
て
い
ま
し
た
。
他
県
の
女
性
消
防
団
活

動
の
活
発
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

     

　
第
六
四
期
初
任
教
育
も
残
す
と
こ
ろ
一

ヶ
月
を
切
っ
た
。
八
月
は
、
宿
泊
勤
務
や

先
進
地
視
察
な
ど
の
研
修
が
多
く
組
み
入

れ
ら
れ
て
い
る
が
、
応
用
訓
練
も
本
格
化

し
、
第
六
四
期
生
は
炎
暑
の
中
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活

を
振
り
返
っ
て
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。 

     

　
消
防
学
校
で
の
生
活
も
半
分
が
過
ぎ
た
。

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
様
々
な
訓

練
や
行
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
う
。
そ
の
中
で

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
六
月
五
日
に

行
わ
れ
た
今
日
歩
大
会
だ
。
最
初
あ
の
長

い
距
離
を
走
り
き

れ
る
か
不
安
だ
っ

た
し
、
途
中
バ
テ

た
り
、
同
じ
班
の

仲
間
が
足
を
つ
っ

て
し
ま
っ
た
り
と

ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ

っ
た
が
、
大
会
独

特
の
楽
し
い
雰
囲
気
や
仲
間
の
協
力
の
お

か
げ
で
気
持
ち
良
く
走
り
き
る
こ
と
が
出

来
た
。
こ
の
今
日
歩
大
会
は
一
生
の
思
い

出
に
な
る
と
思
う
。 

　
ま
た
も
う
一
つ

印
象
に
の
こ
っ
て

い
る
の
は
七
月
一

日
に
あ
き
た
病
院

で
行
っ
た
施
設
実

習
だ
。
自
分
は
重

度
の
障
害
を
持
っ

た
人
た
ち
の
い
る

病
棟
で
実
習
を
行
っ
た
の
だ
が
、
障
害
を

持
っ
た
人
と
接
し
て
自
分
が
今
健
康
で
生

き
て
い
け
る
幸
せ
や
看
護
師
と
い
う
職
業

が
ど
れ
だ
け
大
変
な
の
か
学
ん
だ
。
こ
の

施
設
実
習
は
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
。 

　
消
防
学
校
で
の
生
活
も
残
り
わ
ず
か
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
ま
で
気
を
抜

か
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。 

「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
清
掃 

　
初
任
教
育
入
校
生
は
、
毎
年
、
秋
田
市

千
秋
公
園
の
「
殉

職
消
防
組
員
招
魂

碑
」
を
清
掃
し
て

い
る
。
今
年
も
八

月
二
四
日
に
行
っ

て
く
れ
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

本
県
か
ら
の
参
加
者 

本
県
か
ら
の
参
加
者 

事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た 

参
加
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら 

事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た 

参
加
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら 

秋
田
県
消
防
学
校 

第
六
四
期
初
任
教
育 

炎
暑
の
中
、 

応
用
訓
練
も
本
格
化 

炎
暑
の
中
、 

応
用
訓
練
も
本
格
化 

6月5日 今日歩大会 

7月1日 あきた病院実習 
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「
指
揮
者
と
し
て
」 

　
湯
沢
市
稲
庭
町
は
、
秋
田
県
の
南
東
端

に
在
り
、
日
本
三
銘
う
ど
ん
の
ひ
と
つ
と

し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
「
稲
庭
う
ど
ん
」

の
産
地
で
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
昭
和
五
四
年
に
命
じ
ら
れ
て
稲
川

町
消
防
団
団
員
に
な
り
ま
し
た
。 

　
初
め
の
こ
ろ
は
規
律
訓
練
が
始
ま
る
と

人
の
影
に
隠
れ
て
な
る
べ
く
出
た
く
な
い

と
思
い
な
が
ら
参
加
し
た
も
の
で
す
。 

　
い
ま
、
自
分
が
副
分
団
長
に
な
り
、
実

際
に
指
揮
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
ど
う
し

た
ら
団
員
を
ま
と
め
て
、
士
気
を
高
め
ら

れ
る
か
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
仕
事
で
参
加
で
き
る
団
員
が
少
な
く
練

習
が
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
時
は
、
部
長
や
班
長
方
に
お
願
い
し

無
理
し
て
団
員
の
皆
に
出
て
も
ら
い
、
よ

う
や
く
練
習
し
た
も
の
で
す
。 

　
又
、
消
防
の
役
割
や
訓
練
の
必
要
に
つ

い
て
、
全
員
で
話
し
合
い
様
々
な
意
見
を

ま
と
め
な
が
ら
共
通
の
目
的
と
懇
親
を
深

め
て
い
き
ま
し
た
。 

　
時
々
酒
を
酌
み
な
が
ら
、
夜
通
し
話
し

合
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
効
果
で
し
ょ
う
か
、
日
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
団
員
間
に
仲
間
意
識
が
醸
し
だ

さ
れ
、
自
ら
練
習
や
消
防
の
行
事
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
何
事
に
も
通
ず
る
こ
と
で
す
が
、
組
織

の
一
員
と
し
て
共
通
の
目
的
を
持
ち
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
を
強
く
す
る
こ
と
が
事

を
成
す
た
め
の
一
番
の
道
で
あ
る
事
を
痛

感
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
認
識
に
立
っ
て
自
分
も
指
揮
者
と

し
て
の
心
構
え
を
持
ち
、
注
意
を
払
い
な

が
ら
平
成
二
〇
年
市
の
訓
練
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。 

　
大
会
で
稲
庭
分
団
は
、
三
位
と
い
ま
ひ

と
つ
奮
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
順
番
で
私

た
ち
の
分
団
が
支
部
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
団
員
全
員
で

市
の
大
会
で
の
問
題
点
を
話
し
合
い
、
こ

れ
を
克
服
し
て
支
部
大
会
で
優
勝
し
て
、

皆
を
驚
か
そ
う
で
は
な
い
か
と
誓
い
合
い

十
日
間
夢
中
で
練
習
し
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
の
練
習
と
違
い
、
真
剣
に
取
り

組
む
姿
を
み
て
頼
も
し
く
、
胸
が
熱
く
な

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
自
分
に
は

こ
れ
か
ら
が
勝
負
だ
と
言
い
聞
か
せ
、
大

会
に
向
け
団
員
の
士
気
を
高
め
さ
せ
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
出
場
ま
で
皆
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
て
自
分
を
落
ち
着
か
せ
な
が
ら
刻
々

と
順
番
が
近
づ
き
、
団
員
を
整
列
さ
せ
て

身
な
り
を
整
え
て
出
動
し
ま
し
た
。 

　
団
員
を
見
渡
し
た
ら
皆
が
落
ち
着
い
て

余
裕
す
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
私
も
自
分
の
手
順
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
号
令
を
か
け
て
、
無
事
に
競
技
を
終
え

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。 

　
あ
と
は
成
績
発
表
を
待
つ
だ
け
で
閉
会

式
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

　
成
績
発
表
で
我
が
分
団
が
規
律
で
優
勝
、

ポ
ン
プ
操
法
で
三
位
に
な
り
、
総
合
優
勝

と
発
表
さ
れ
た
時
み
ん
な
が
飛
び
上
が
っ

て
喜
び
ま
し
た
。 

　
真
面
目
に
練
習
を
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
涙
が
込
み
上
げ
て
き

て
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い

ま
す
。 

　
機
械
が
あ
た
ら
し
く
な
り
、
方
法
も
近

代
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
消
防
活

動
の
原
点
は
、
団
員
同
士
の
信
頼
と
住
民

を
守
る
と
い
う
気
概
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
消
防
活
動
を
通
じ
安
全
、

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
、
寄
与
し

て
参
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

             

　
「
地
域
と
と
も
に
」 

　
私
の
家
族
構
成
は
、
父
、
母
、
妻
、
三

歳
の
男
の
子
と
私
の
五
人
家
族
で
す
。
仕

事
は
、
水
田
、
葉
た
ば
こ
を
営
む
専
業
農

家
で
す
。
周
辺
は
大
抵
の
家
庭
が
専
業
農

家
で
、
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
野
良
仕
事

に
追
わ
れ
る
と
い
う
毎
日
で
、
休
み
は
雨

降
り
の
日
だ
け
で
す
。
私
が
消
防
団
に
入

っ
た
の
は
二
四
年
前
の
こ
と
で
す
。
近
所

で
農
業
を
し
て
い
る
強
面
の
お
じ
さ
ん
が

「
部
落
の
消
防
団
だ
ど
も
、
ず
ー
と
家
さ

い
る
ん
だ
べ
、
そ
し
た
ら
よ
ー
、
消
防
団

さ
入
っ
て
け
ね
べ
が
。」
と
誘
わ
れ
、
私
も

幼
い
頃
か
ら
消
防
団
は
見
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
私
の
家
の
向
か
い
が
番
屋
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
で
も
入
団
す
る
に
し
て
も

私
一
人
だ
け
だ
と
嫌
だ
な
と
思
い
「
俺
ば

り
か
」
と
聞
い
た
ら
「
な
ー
も
お
め
ー
ば

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(二)
 

第六回 

橋
　
政
介 

　
・
湯
沢
市
消
防
団

副
分
団
長 

　
・
勤
続
三
〇
年 

　
・
建
設
業 

　
昭
和
五
四
年
消
防
団
に
入
団
以
来
、

消
防
団
活
動
に
対
し
真
摯
に
取
り
組
む

姿
勢
は
他
の
模
範
で
あ
り
、
部
下
団
員

か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
消
防
団
活
動
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

公
私
共
に
活
躍
す
る
姿
は
人
柄
と
も
あ

い
ま
っ
て
地
域
住
民
か
ら
広
く
慕
わ
れ

て
い
る
存
在
で
す
。 

斉
藤
　
　
洋 

　
・
鹿
角
市
消
防
団

班
長 

　
・
勤
続
二
四
年 

　
・
農
業 

　
自
然
豊
か
な
鹿
角
の
里
で
も
特
に
山

間
部
の
農
村
地
域
に
生
ま
れ
る
。
高
校

卒
業
後
は
、
長
男
と
い
う
こ
と
も
あ
り

地
元
に
残
り
農
家
の
後
継
ぎ
と
な
る
。

最
初
は
あ
ま
り
興
味
の
無
か
っ
た
農
業

も
最
近
で
は
面
白
く
な
っ
て
き
た
。 

現
在
は
班
長
と
し
て
後
輩
団
員
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。 
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か
り
で
ね
ー
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
中
に
は

幼
い
頃
か
ら
の
友
人
や
、
知
人
も
い
ま
し

た
。こ
れ
が
私
の
入
団
の
き
っ
か
け
で
す
。 

　
入
団
し
て
か
ら
番
屋
で
は
月
に
一
回
の

消
防
車
の
点
検
や
洗
車
、
器
具
の
点
検
な

ど
を
行
い
、
そ
の
後
先
輩
団
員
と
の
交
流

が
始
ま
り
、
時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
団

員
の
く
つ
ろ
ぎ
タ
イ
ム
に
な
り
ま
す
。
農

家
の
方
々
が
多
い
た
め
、
話
題
は
も
っ
ぱ

ら
米
作
り
、
畑
、
牛
の
話
し
ば
か
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
頃
若
か
っ
た

せ
い
も
あ
り
農
業
に
は
意
欲
も
無
く
、
先

輩
の
話
も
聞
い
て
い
な
い
有
様
で
し
た
。

何
年
か
過
ぎ
た
あ
る
日
、「
今
年
は
う
ち
の

班
が
大
会
に
出
場
す
る
番
が
来
た
。」と
班

長
や
先
輩
団
員
が
話
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
何
の
こ
と
か
良
く
解
ら
ず
い
つ
も
の
様

に
洗
車
、
器
具
の
点
検
貯
水
槽
の
見
回
り

を
団
員
の
皆
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。
突
然

班
長
に
「
集
合
」
を
か
け
ら
れ
番
屋
に
入

る
な
り
「
今
年
の
大
会
に
出
る
か
ら
、
自

分
達
で
選
手
を
決
め
ろ
」
の
一
言
で
先
輩

や
新
入
団
員
の
中
か
ら
選
手
を
決
め
ら
れ
、

ど
こ
の
消
防
団
も
同
じ
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
若
い
新
団
員
に
先
輩
団
員
が
混
じ
り

一
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
大
会
へ
挑
み
ま
す
。

入
団
早
々
に
「
気
を
つ
け
、
敬
礼
、
直
れ
」

の
規
律
の
訓
練
が
始
ま
り
、
同
じ
基
本
動

作
、
操
作
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
慣
れ
た
ら
一
番
員
、
二
番
員
、
三

番
員
を
決
め
ま
す
。
私
は
一
番
員
を
命
じ

ら
れ
「
走
れ
、
走
れ
」「
ホ
ー
ス
を
も
っ
と

投
げ
ろ
」
の
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
私
は

高
校
時
代
野
球
を
し
て
い
た
た
め
、
体
力

に
は
自
身
が
あ
り
、
負
け
ん
気
も
手
伝
い

厳
し
い
訓
練
を
こ
な
し
て
い
き
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
は
重
箱
の
角
を
突
っ
つ
く
よ
う

な
指
摘
の
中
で
、
逆
に
そ
れ
が
私
の
気
持

ち
に
火
を
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
訳
も
わ

か
ら
ず
出
場
し
た
初
め
て
の
大
会
、
上
位

を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
が
結
果
は
五
位

で
し
た
。
大
会
が
終
わ
り
、
四
分
団
の
全

員
に
囲
ま
れ
「
ご
苦
労
様
、
お
疲
れ
様
」、

「
ま
ず
飲
め
、
飲
め
、
今
日
は
え
が
た
、

え
が
っ
た
。」
と
も
て
は
や
さ
れ
、
気
持
ち

は
浮
か
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。分
団
長
に
、

「
今
日
大
会
に
出
場
し
て
、
良
か
っ
た
こ

と
、
悪
か
っ
た
こ
と
を
選
手
の
皆
か
ら
一

言
づ
つ
述
べ
よ
。」
と
言
わ
れ
、
私
は
、「
悪

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
良
か
っ
た
こ
と

は
、
訓
練
で
ポ
ン
プ
操
法
を
覚
え
て
火
事

現
場
で
も
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
で
き
る

と
お
も
い
ま
す
。
」
と
は
っ
き
り
言
え
ま

し
た
。
分
団
長
か
ら
は
「
優
勝
を
目
指
す

こ
と
は
意
義
が
あ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。

た
だ
私
た
ち
の
分
団
は
す
べ
て
の
分
団
員

に
消
防
団
員
と
し
て
最
低
限
の
技
術
を
身

に
付
け
さ
せ
、
現
場
で
活
動
で
き
る
団
員

に
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
」

と
い
う
大
変
あ
り
が
た
い
お
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
何
年
か
前
の
一
二
月
三
一
日
に
私
の
部

落
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
時

は
私
が
班
長
に
昇
格
し
た
頃
で
、
冬
の
寒

い
年
越
し
の
夜
で
し
た
。
牛
小
屋
か
ら
出

火
し
て
、
ホ
ー
ス
の
金
具
や
筒
先
に
手
を

触
れ
る
と
凍
っ
て
い
る
た
め
思
う
よ
う
に

作
業
が
出
来
な
く
、
放
水
を
始
め
る
と
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
か
な
り
寒
い
な
」
と
言
い
な
が
ら
、
団

員
全
員
に
自
分
の
安
全
に
は
充
分
に
気
配

り
し
消
火
活
動
す
る
よ
う
に
支
持
を
し
ま

し
た
。
火
災
も
鎮
火
し
、
洗
車
、
器
具
点

検
を
し
、
朝
方
六
時
頃
ま
で
か
か
り
、
目

は
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
で
し
た
が
、
気
分
は
、

消
防
団
員
と
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
は
や

っ
た
と
い
う
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
た
め
に
活
動
す

る
消
防
団
と
し
て
、
仲
間
の
団
員
と
と
も

に
い
つ
で
も
火
災
出
動
指
令
が
か
か
れ
ば
、

直
ち
に
出
動
す
る
覚
悟
は
出
来
て
い
ま
す
。

命
が
け
の
出
動
だ
か
ら
訓
練
も
大
変
で
す

が
、
そ
こ
で
出
来
る
男
の
絆
こ
そ
団
員
で

な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
今
は
決
し
て
専
業
農
家
ば
か
り
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
入
団
し

て
い
ま
す
。
現
在
活
躍
し
て
い
る
団
員
の

皆
さ
ん
、
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、
地
域
で
は
最
高
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
地
元
を
守
る

意
識
、
数
々
の
先
輩
方
の
受
け
継
い
で
き

た
消
防
団
塊
を
、
今
私
た
ち
が
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
至
極
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
地
域
住
民
の
生
命
財

産
を
守
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
、
ま
た
頼
り
に
さ
れ
、
慕
わ
れ

る
消
防
団
を
目
指
し
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
家
族
の
協
力
も
大
切
で
す
。
出

動
す
る
と
き
に
は
必
ず「
気
を
つ
け
て
な
」、

「
怪
我
す
な
よ
」
と
見
送
っ
て
く
れ
る
家

族
も
私
に
は
大
切
な
団
員
で
す
。 

              

　
「
防
災
は
訓
練
と
共
に
」 

　
私
は
三
〇
歳
に
な
っ
て
か
ら
消
防
団
に

入
団
し
ま
し
た
が
、
実
は
も
っ
と
早
く
消

防
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と

言
う
の
も
、
地
域
の
資
機
材
格
納
庫
、
通

称
「
消
防
番
屋
」
や
消
火
栓
、
防
火
用
水

井
戸
な
ど
が
自
宅
の
す
ぐ
後
ろ
に
あ
る
の

で
す
が
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

何
も
で
き
な
い
自
分
に
不
甲
斐
な
さ
を
抱

い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
す
。 

　
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ
父
が
現
役
の
消

防
団
員
で
、
一
軒
の
家
か
ら
二
人
の
団
員

と
い
う
の
は
例
が
無
く
、
し
か
も
町
の
条

例
に
よ
る
団
員
定
数
も
充
足
の
状
態
で
し

た
の
で
、
自
分
の
思
い
が
す
ぐ
に
叶
う
は

ず
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

藤
原
　
和
美 

　
・
大
館
市
消
防
団
　

部
長 

　
・
勤
続
一
九
年 

　
・
農
業 

　
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
の
理
事
と
し
て
、
地

元
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
も
あ
り
、

ま
た
、
合
併
前
の
比
内
町
時
代
か
ら
交

通
指
導
隊
に
所
属
し
、
現
在
も
大
館
市

交
通
指
導
隊
と
し
て
、
交
通
事
故
の
防

止
に
努
め
て
い
る
。 

　
忙
し
い
中
、
自
ら
の
暮
ら
す
地
域
を

自
ら
の
手
で
つ
く
り
、
守
る
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。 
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と
こ
ろ
が
、
そ
の
思
い
が
叶
う
日
は
突

然
や
っ
て
き
ま
し
た
。
父
が
定
年
で
退
団

す
る
こ
と
に
な
り
、
父
に
代
わ
っ
て
私
が
、

団
服
や
作
業
服
、
制
帽
を
地
元
消
防
団
の

会
合
に
返
却
に
行
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で

突
然
、「
そ
れ
、
お
ま
え
に
や
る
か
ら
持
っ

て
行
け
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。「
え
っ
」

と
驚
き
、
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
困
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
嬉
し
い
の
は
話
す
ま
で
も
な
い
の
で
す

が
、
困
っ
た
の
は
服
と
帽
子
の
サ
イ
ズ
で

す
。
私
の
父
の
体
型
は
、
例
え
て
言
う
な

ら
漫
画
の
少
年
ジ
ャ
ン
プ
に
連
載
さ
れ
て

い
る
「
こ
ち
亀
の
警
察
官
、
両
津
勘
吉
」

に
似
て
い
る
か
ら
で
す
。
頭
が
で
か
く
、

胸
板
が
厚
く
、
短
足
。
細
身
の
私
と
は
全

く
逆
な
の
で
、
正
直
「
こ
れ
は
困
っ
た
」

と
思
い
ま
し
た
。 

　
戦
時
中
は
物
資
の
不
足
か
ら
、
新
任
の

軍
人
に
「
軍
服
に
体
型
を
合
わ
せ
ろ
」
と

言
わ
れ
た
の
を
歴
史
物
語
で
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
「
ま
さ
か
現
実
に
自
分

の
身
に
起
こ
る
と
は
」
と
一
時
落
胆
し
ま

し
た
。 

　
し
か
し
そ
の
心
配
は
、
団
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
い
や
ノ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
る
に
従
い
解
消
で
き
ま
し

た
。
お
互
い
の
サ
イ
ズ
を
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。 

　
市
町
村
合
併
前
の
比
内
町
で
は
、
毎
年

大
館
北
秋
田
支
部
大
会
の
前
に
、
全
分
団

が
参
加
し
て
、
規
律
、
ポ
ン
プ
車
操
法
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
の
予
選
会
が
あ
り

ま
し
た
。
私
も
団
員
と
し
て
規
律
訓
練
は

毎
年
の
ご
と
く
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、

一
番
員
、
指
揮
者
、
二
番
員
と
、
そ
れ
ぞ

れ
一
ヶ
月
の
訓
練
期
間
を
三
回
経
験
し
ま

し
た
。 

　
毎
日
の
訓
練
が
終
わ
る
と
集
落
の
会
館

で
反
省
会
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
納
得
の
い

く
ま
で
指
摘
し
合
い
、
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
先
輩
団
員
の
一
所
懸
命
な
ご
指
導
と

叱
責
、
激
励
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
、
三
回
と
も
予
選
会
を
通

過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

訓
練
を
重
ね
る
に
従
い
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
タ
イ
ム
が
短

縮
し
て
ゆ
く
の
を
実
感
し
、
訓
練
の
大
切

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
支
部
主
催
の
水
防
訓
練
で
は
、

「
川
倉
工
法
、
木
流
し
工
法
」
な
ど
、
一

糸
乱
れ
ぬ
整
然
と
し
た
行
動
が
で
き
た
の

も
訓
練
の
た
ま
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

は
、
も
は
や
昔
の
諺
で
、
今
で
は
「
災
害

は
、
忘
れ
ず
必
ず
や
っ
て
く
る
」
の
だ
そ

う
で
す
。
我
々
消
防
団
員
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
り
な
が
ら
も
常
に
地
域
住
民
か

ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
、
有
事
の
際

に
は
そ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
責
任
の
重
さ
に
責
め
苛
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
た

だ
一
つ
、「
訓
練
の
積
み
重
ね
」
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
我
々
消
防
団
員
の
活
動
は
、
消
防
、
消

火
活
動
の
み
な
ら
ず
、
水
防
、
行
方
不
明

者
・
遭
難
者
の
捜
索
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
訓
練
を
通
し
て
災
害
に
備
え
、

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
が

我
々
消
防
団
員
に
課
さ
れ
た
最
大
の
使
命

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
な
が
ら
私
が
常
に
念
頭
に
置
く

の
は
、「
自
分
の
身
を
守
れ
な
い
者
は
他
人

の
身
も
守
れ
な
い
」
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
訓
練
を
通
じ
て
防
災
技

術
を
磨
き
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
消
防
団
員
と
成
り
得
る
よ
う
に
、

仲
間
の
団
員
と
共
に
「
自
分
の
町
は
自
分

で
ま
も
る
」
を
合
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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発
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況
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火
災
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発
生
状
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速

報

値 
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八
月
五
日（
木
）、
由
利
本
荘
市
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た「
ぼ
う
さ
い
探
検
隊
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
内

の
防
災
施
設
を
見
学
し
、
防
災
知
識
を
身

に
つ
け
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
三
五
名
の
参
加
者
が
市
役
所

に
集
合
。
は
じ
め
に
、
国
土
交
通
省
子
吉

川
出
張
所
へ
行
き
、
子
吉
川
の
水
位
状
況

を
見
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
説
明
や
操
作
方

法
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
次
に
本
荘
中
央
防
災
公
園
へ
。
こ
こ
で

は
、
備
蓄
倉
庫
に
あ
る
非
常
時
の
備
蓄
物

資
を
見
学
し
た
り
、
公
園
内
の
「
か
ま
ど

ベ
ン
チ
」
で
実
際
に
煮
炊
き
し
た
り
、
有

事
の
際
の
こ
の
公
園
の
役
割
を
認
識
し
ま

し
た
。 

　
次
に
国
土
交
通
省
子
吉
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
。
こ
こ
で
は
、
土
嚢
造
成
機
や

通
信
衛
星
車
、
照
明
車
な
ど
の
災
害
時
に

活
躍
す
る
大
型
車
両
を
実
際
に
見
て
、
各

車
両
の
機
能
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
最
後
に
、
大
沢
川
排
水
機
場
（
ポ
ン
パ

ル
）
で
、
施
設
の
概
要
や
機
器
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
、
中
央
防
災
公
園
の
「
か

ま
ど
ベ
ン
チ
」
で
作
っ
た
非
常
食
の
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で
食
べ
、
市
役
所
で

解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

　
子
供
達
は
、
炎
天
下
の
中
、
各
施
設
で

興
味
深
く
「
見
て
」
「
触
れ
て
」
「
考
え
」
、

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
こ
の
事
業
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
上
で
非
常
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
、
今

後
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
・

ご
指
導
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
＝
由
利
本
荘
支
部
〕 
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